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〇 全国の取組事例 

 新潟県見附市と北海道岩見沢市の事例について紹介しましたが、その他にも全国各地

で地域の状況に応じた様々な取組が行われています。主な事例を示しますので、参考に

してください。 
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事例１ 北海道 岩見沢市 

 

 

 
  

田んぼを活用して農村と都市を守る —洪水防止機能—  

岩
いわ

見
み

沢
ざわ

市
し

広域協定（岩
いわ

見
み

沢
ざわ

南
みなみ

地域資源保全協力会） 
 

岩見沢市は、石狩川の中下流域に位置

し、河川の合流部が多いことから洪水によ

る被害を度々受けてきた。同協力会は、５

つの農業集落を対象に平成 19 年 3 月に

設立された。なお、令和元年度からは市内

全域を対象とした岩見沢市広域協定に参

加している。 

協力会では、平成 29 年度から流域 

の上下流の会員が一致団結し、自分達 

で出来る防災対策として、「田んぼダム」に取り組んでいる。 
 

〔洪水防止（「田んぼダム」）〕 

協力会では、従来の水管理に併せて V 字型の田んぼダム堰を作成・

配布し、各自で設置している。地域の水田約 350ｈａに普及され、

今後も拡大する方針。そして、協力会と改良区、行政を含む洪水タイ

ムラインを策定し、洪水時の安全な行動を検討している。 

内閣府官民研究開発投資拡大プログラム（ＰＲＩＳＭ）では、農研

機構・道総研・北海道・民間企業と連携して、水田での雨水貯留効果

の実証にあたっている。 

内水位の変動が穏やかになること、堰高管理が省略され事故防止に

つながることなど、農村部や都市部での防災効果を期待している。 

〔環境保全・資源循環・地域社会への貢献〕 

地域では、環境保全型農業の取組も多く、ＩＰＭや緑肥などを盛ん

に実践している。また、下水道資源循環型農業も盛んで、稲ワラやモ

ミガラを短期間で腐熟させて施用するなどして、作物の収量増や品質

向上に貢献している。 

これらの取組により、地球温暖化と水質汚染の防止、生物多様性や

地域経済の活性化で効果を発揮し、都市部を含む地域社会に貢献して

いる。 

環境保全型農業・下水道資源循環型農業の取組 

北海道岩⾒沢
い わ み ざ わ

市 

フェロモントラップ 下水汚泥発酵肥料の堆肥 カエルを啄むアオサギ

田んぼダム堰 

岩見沢市広域協定の 

マグネットステッカー 

協力会で植樹した桜 
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事例２ 秋田県 大潟村 

「田んぼダム」による防災・減災力強化 －洪水防止機能－ 

大潟村
おおがたむら

大潟
おおがた

地域農地・水・環境保全管理協定運営委員会 
秋田県大潟村は、国営八郎潟干拓事

業により昭和 39 年に誕生。村内は海

水 面 よ り 低 い 土 地 で 、 中 央 開 拓 地

15,666ha のうち農地が約８割弱を占

めており、大雨の冠水によって農作物

の被害が発生していた。また、かんがい

用水は、高低差を利用して残存湖（八郎

湖）から取水され、排水は全てポンプに

よって中央干拓地内から残存湖へ排

出。大雨時は急激な電力使用により電

気代が大幅に増加していたこともあ

り、「田んぼダム」の取組を始めた。 

 
 〔洪水防止〕 

平成 25 年から農地・水保全管理支払交付金（現・多面的機

能支払交付金）による水田の貯留機能向上活動として、「田ん

ぼダム」に取り組んでいる。田んぼの排水ボックスに調整板を

設置し、雨の流出量を排水口で絞り、田んぼの貯留機能を向上

させることで冠水を防止し農作物への被害を防ぐとともに、大

雨時の排水機場の電気代抑制にも寄与している。 

〔取組の推進〕 

大潟村の「田んぼダム」の取組は、村の農家の約４割が参加

し（令和 2 年度運営委員会調べ）、取組参加率を上げるため、

啓発・広報活動も行なっている。 

なお、木製調整板の腐食が進行していたことから、平成 30

年度に農家へ再配布した。今後、腐食しない材質の調整板によ

る取組推進などを検討していく。 

   

 

秋田県大潟村
おおがたむら

 

構成員から募集したキャッチフレーズ等
による「⽥んぼダム」の啓発 

かつて⽇本第２の湖だった⼋郎
湖を⼲拓し誕⽣した新⽣の⼤地 

残存湖に囲まれた⼤潟村の
広⼤な⼲拓地 
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事例３ 山形県 鶴岡市 

「⽥んぼダム」による防災・減災の取組 －洪水防止機能－  

農地･⽔･環境保全組織いなばエコフィールド協議会 
本地区では、近年、豪雨時に発生する排

水路の洗堀や法面崩壊など排水対策に苦

慮していた。 

 このため、排水路と法面の補強を行うと

ともに、平成 23 年度から多面的機能支払

を活用し、「田んぼダム」に取組み、水田の

排水口に水位調整板を設置して水田の貯

留機能向上を図ることで、大雨時にダム的

な貯留効果が発揮している。現在、地域内

16 集落のうち、９集落で実施しており、

さらに 4 集落で実施する計画である（令

和２年時点）。 

 

 

 

〔洪水防止・生物多様性保全〕 

「田んぼダム」の取組は農家にとって転作田の洪水被害の軽減だ

けでなく、一般住民の住宅地を含めた地域全体の洪水被害の軽減が

期待できる。この重要性と地域への効果について農家だけでなく、

一般住民の意識改革を図ってきたことで、地域全体の理解が深ま

り、農家組織と各集落の消防団等が連携して自主防災組織が結成さ

れるなど、新たな防災体制が整備されるきっかけとなっている。 

また現在では冬期間に水田を湛水調整し、冬水田んぼとするこ

とで、鳥類等のえさ場として生息環境を整えている。 

〔体験学習と教育〕 

調整池での親水イベント、田植え体験、田んぼや親水施設での生

き物調査、森の恵み探検隊（田んぼの水源地・林業体験）、農村食

文化体験等の活動を通じて、農業･農村の多面的機能について啓発

している。 

  

山形県鶴岡
つるおか

市 

冬期湛水状況

（白鳥飛来）
田植え体験 親水施設での生き物調査 

（大堰ポケットパーク） 

「田んぼダム」の啓発 

水位 
調整板 

作業状況(水尻枡設置) 
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事例４ 山形県 新庄市 

⽔⽥の貯留機能向上で洪⽔被害軽減 －洪水防止機能－ 

塩
し お

野
の

地域資源保全会 
塩野地域は、新庄盆地北部に広がる水

田地帯であるが、排水が1箇所に集中す

る構造となっており、大雨時には近隣の

住宅地や転作田の作物への越水被害が慢

性的に起こっていた。 

このため、水田が有している貯水機能

に着目し、洪水被害の軽減を図るため、

平成26年から「田んぼダム」の取組を開

始した。止水板や土のうで水田の排水口

を絞り込むとともに、貯留量増加のため、

畦畔のかさ上げを実施している。 

 

 

 

 

〔洪水防止〕 

平成 26 年から 543 圃場、28 戸の農家の協力で「田んぼダ

ム」の取組を始めた。 

水位調整のため、止水板や土のうで水田の排水口を絞り込むと

ともに、一般の水田ではトラクターによる畦畔塗り、畑として利

用していた水田及び復田予定の畑では、バックホウによる畦畔か

さ上げを行い、貯留量の増加を図った。平成 30 年には、５５６

圃場、32 戸（参加率９割）と取組は拡大している。 

「田んぼダム」の取組後は、大雨時の近隣の住宅地等への越水

被害が軽減され、今後さらなる操作性及び機能性の向上を図るた

め、コンクリート 2 次製品の水位調整器の導入も検討している。 

〔体験学習と教育、景観の保全〕 

子供会による水路の生き物調査、女性部による花の植栽、紅花

の試験栽培等さまざまな活動を行い、教育や景観の保全に貢献し

ている。 

 

 
  

山形県新庄
しんじょう

市 

バックホウによる 
復田の畦畔かさ上げ 

止水板による止水状況

水田でのトラクター 

による畦畔塗り 

導入予定の水位調整器 子供会の水路の生きもの調査 女性部の花の植栽 
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事例５ 新潟県 新潟市 

市街地近郊地区における田んぼダム事業 —洪水防止機能— 

新潟市曽野
そ の

木
き

地区 

 
 
 

曽野
そ の

木
き

地区は、その大部分が海水面

より低いゼロメートル地帯であり、地

区の上流側が水田を主体とする農用地

で下流側が農地転用による市街化が進

んでいる。また、地区の排水は、24 時

間の機械排水に頼っており、近年頻発

する集中豪雨により市街地や農地が浸

水被害を受けている。市街地を通る幹

線排水路の改修等が計画され事業に着

手しているが、多大な費用と時間を要す

るため、上流部の水田で安価で即効性の高い「田んぼダム」を実

施することにより、浸水被害の軽減を期待できることから「田ん

ぼダム」の効果検証を実施し、「田んぼダム」を実施することで約

２割超の浸水被害面積の軽減効果が見込めることが分かった。 
 

〔洪水防止〕 

排水桝に堰板を設置し、大雨が降った際に雨水を水田に貯留さ

せ、時間をかけて流すことで排水路の急激な水位の上昇を抑え、

農地や市街地の浸水被害を軽減している。 

〔景観の保全〕 

 排水路沿いの桜並木やアジサイの維持管理活動、清掃活動を実

施している。 

〔体験学習と教育〕 

 地区内の小学校の総合学習授業とタイアップし、田植え、生育

調査、収穫、はざかけ等の農業体験を実施している。 

〔医療・介護・福祉〕 

老健施設や障がい者作業所と連携したジャガイモ収穫などの

活動を実施している。 
 

                  
 
 
 
 
       

新潟県新潟市江南
こうなん

区 
軽量田んぼダム桝 

調整装置 
（堰板） 

スライド板 

新潟市「⽥んぼダム」 
マスコットキャラクター 

貯め
た め

⽥郎
たろう

 

清
掃
活
動 

桜
並
⽊

⼩
学
校
総
合
学
習 

福
祉
施
設
と
の
連
携 
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事例６ 新潟県 

「田んぼダム」による洪水防止 
～水害に強い地域づくりを目指して～ 

—洪水防止機能— 

新潟県（農地部） 
 

新潟県は、低平地が多く、以前から大
雨が降ると洪水などの被害を受けるこ
とが多かった。 

平成 14 年に旧 神 林 村
かみはやしむら

（村上
むらかみ

市）で

下流域の集落から上流域の集落に呼び

かけ、上流の水田に雨水をためる「田ん

ぼダム」の取組が始まった。 

水田の洪水防止機能※を強化するこの

取組は年々拡大しており、令和 2 年度は

新潟県内 18 市町村約 1 万 5 千 ha で

取り組まれている。 
※ 水田の洪水防止機能とは、に一時的に雨水をため徐々に排水するこ

とで洪水を防止・軽減する機能。 
 

〔洪水防止〕 

「田んぼダム」は、洪水防止機能を強化するため、水田の排水

口に調整板などを設置して水の流出抑制を行い、雨水を一時的

に水田にため徐々に排水することで洪水を防止・軽減する取組。

これにより、多くの農地・農作物への浸水被害防止の他、住宅等

への洪水被害軽減も期待できる。 

見附
み つ け

市貝喰川流域の浸水シミュレーション（新潟県）の結果、

「田んぼダム」を実施することで、約 59％浸水面積が減少し、

豪雨当日の洪水被害を軽減させることが明らかとなっている。 

〔地域社会の振興〕 

「田んぼダム」の活動を集落全体で取り組むことにより、農家

と非農家の連携を深め、地域の防災意識の啓発が図られている。 

新潟県では、関係機関との情報共有を図りながら、多面的機能

支払交付金による取組の推進等、地域への普及啓発を進め、「田

んぼダム」の拡大を図り、水害に強い地域づくりを目指してい

る。 

 

見附市貝喰川流域のシミュレーション事例 

雨水の流出抑制イメージ図 

「田んぼダム」を

実施しない場合 

新潟県村上
むらかみ

市ほか 17 市町村 

「田んぼダム」を 
実施した場合 

洪水を防止・軽減する水田 

（新潟県村上市神林） 

《新潟県農村環境課ホームページ》 
https://www.pref.niigata.lg.jp/site/nousonkankyo/tanbodam.html 

排水口より

小さな穴の

開いた調整

板を設置 

調整板が
無い場合 

調整板を
設置した
場合 
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事例７ 新潟県 見附市 

 

広域化組織における田んぼダム事業 —洪水防止機能— 

新潟県 見附
み つ け

市 

 
 

見附市では、平成 22 年度から市内を流れる貝喰

川流域の農地や市街地の洪水被害を軽減すること

を目的に、見附市、刈谷田川土地改良区、圃場施設

維持管理組合（農家）の 3 団体が協力し、県営ほ場

整備事業見附地区内の水田に独自の水位調整管を

設置している。 

 

 

 

 

〔洪水防止機能〕 
見附市での田んぼダム事業は堰板方式によるものではなく、市独自の水

位調整管（フリードレーン式）を採用している。 

初期のモデルは、落水量調整孔が調整管側面に設置されており、二重構

造の内側円筒の上げ下げによる調整が必要なため、農家の作業負担が大き

いものであった。新潟大学と協働で調整管の開発を行い、平成 26 年度か

らは孔の位置を管底面に変更した。このことにより、設置されていれば、

操作せずに落水量調整が可能となり、安定した効果が発揮できるようにな

った。また、農家の負担も軽減した。現在、2,480ha のうち約 1,200ha

の水田に約 2,700 箇所設置されている。 
 

 
 
 

  
 
 
 
 

新型調整管 

【見附モデル】 

新潟県⾒附
み つ け

市 

見附市「田んぼダム」実施区域図 

※河川流域の水田で多く実施されてい

る。（黄緑色部分） 

《⾒附市》 
http://www.city.mitsuke.niigata.jp/6568.htm 
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事例８ 福井県 鯖江市 

 

 

 

 

  

洪水被害のない地域づくりを 
目指した田んぼダム事業 

—洪水防止機能— 

福井県鯖江
さ ば え

市
し

 

                 

 
 

 
 
 
 
 

近年、地球温暖化などの

要因により、全国各地で局

地的な集中豪雨が発生して

いる。住宅地や道路・田んぼ

などに降った雨は、側溝や

排水路を通じて河川に流れ

込み、各地域で洪水被害が

多発している。鯖江市や福

井県では、河川や排水路な

どの整備を進めているが、

十分に対応できていないの

が現状である。 

鯖江市では、平成 24 年度より治水対策として田んぼダ

ム推進事業を実施している。令和３年度末で鯖江市の田耕

地面積約 2,000ha のうち、1,425ha を「田んぼダム」と

して整備し、洪水被害の軽減に努めている。 

〔洪水防止〕 

 田んぼの所有者や耕作者の協力を得て、田んぼの排水枡

に排水管（直径 15 ㎝）より小さな穴（直径 6 ㎝）の開い

た調整板を取り付け、豪雨時田んぼを活用して一時的に貯

めることで、洪水被害を軽減している。 

「田んぼダム」（排水管の場合） 

排水枡 排水枡 

（調整板挿入）

水田風景 
福井県鯖江市

さ ば え し

 

看板 

「田んぼダム」を設置していると、1 日に 80

㎜の雨が降った場合、未設置の田んぼよりも1.8

㎝高く水が貯まるという実験データがある。 

これを 100ha の田んぼで換算すると、

18,000 ㎡の水をためることができ、25m プ

ール約 40 個分に相当する。 

《鯖江市 ⽥んぼダム》 
https://www.city.sabae.fukui.jp/kurashi_tetsuduki/jogesuido/oshirase/tannbodamuH30.html
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事例９ 兵庫県 加古川市 

 

 

 

  

地域資源の保全管理と「⽥んぼダム」の取組 —洪水防止機能—  

宮前
みやまえ

ため池協議会 
 

農業従事者の高齢化や非農業者率が高ま

ったこと等により、地域のコミュニケーシ

ョンの希薄化等が課題となり、集落営農の

実現と非農業者も参加した地域資源活動の

必要性が生じた。   

このため、平成３年に営農組合を設立、平

成 19 年度からは地域資源保全活動を開始

し、一集落一農場による営農展開と、「田ん

ぼダム」・施設管理等の保全管理活動を非農

業者も含めて実践。特に、生物多様性・環境

の保全の取組や地域住民参加型のイベント

の開催等により、地域社会の振興に貢献し

ている。 

 

〔洪水防止〕 

全域で「田んぼダム」に取り組み、水田の雨水貯留機能を高め、

大雨による浸水発生を抑制。 

〔土砂流出防止〕 

泥上げ、草刈り等を地域ぐるみで保全管理する体制が定着。 

〔水質浄化〕 

水田にヘアリーベッチ、畑へクロタラリアを栽培し、緑肥施用に

より化学肥料の低減に努めている。 

〔地域社会の振興〕 

ため池のかいぼりによる外来種駆除活動、クリーンキャンペー

ン、コスモス祭り、収穫祭、農産物試食会等を通じて、集落内農業

の活性化と都市との交流が促進。 

ため池のかいぼり

施設の維持管理活動 

兵庫県加古川
か こ が わ

市 

堰板による「田んぼダム」の取組 

スライドモアによる草刈り作業 コスモス祭り 

クリーンキャンペーン 
じゃがいも等の収穫祭 農産物試食会 

ヘアリーベッチを緑肥として活用 
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事例 10 福岡県 朝倉市 

 

 

  

「田んぼダム」による地域での防災への取組 —洪水防止機能— 

下半
しもはん

区環境保全組織 

  朝倉市は、平成 24 年 7 月九州北

部 豪 雨 （ 1 時 間 雨 量 が 最 大 約

80mm）により、河川堤防の一部が

崩れるなど大きな被害が発生した。

また、同時期に下半区環境保全組織

が活動する農地において、ほ場整備

を実施していたため、多面的機能支

払交付金事業とほ場整備を一体的に

取組むことによって、より効果的な

活動が図られると考えた。 

 こうした背景もあり、同組織では 

降雨を一時的に田んぼに溜める「田 

んぼダム」などの多面的機能の維持・増進活動に平成 26 年度か

ら継続的に取り組んでいる。この取組によって、以前は個々の農家

の判断によって水田の排水管理が行われていたが、現在は組織全

体の農地で「田んぼダム」の取組が行われるようになった。 

 

 

 

 

 

 

〔洪水防止〕 

「田んぼダム」は、田んぼに降った雨水が一気に河川へ流れ出る

ことを防ぐために、降雨時に田んぼの排水口を堰板で堰止めて田ん

ぼの中に一時的に水を貯留するものである。約 10cm の水量の嵩

上げ調整を実施しており、同組織の田んぼの面積が約 14ha であ

るため、約 14,000m3 の雨水を一時的に貯留することができる。 

本活動取組開始以降は、本地域及び下流域においても令和３年

度まで大きな洪水・氾濫等は発生しておらず、また取組を通して

地域全体の防災意識の向上にも繋がっている。 

〔景観の保全〕 

共同での農道、ため池や水路周辺の草刈り、コスモスの農道へ

の植え付けおよびプランターを交差点に設置するなどの活動によ

って景観の保全に努めている。 

環境保全活動の看板 
福岡県朝倉

あ さ く ら

市 

排水口への堰板の設置

排水口の点検 

（梅雨時期前に実施している） 

「田んぼダム」の取組範囲 

（緑色の範囲 約 17ha） 
ため池の草刈り プランターへの

花の植え付け 
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事例 11 宮崎県 日南市 

 

 

地域のつながりを大切に、 
「田んぼダム」の取組 

—洪水防止機能— 

甲
こう

東
ひがし

環境保全活動組織 
 

 日南市は、市内を流れる広渡川が約 20 年

前に豪雨のため下流堤防が決壊し、市街地が

浸水する洪水被害を受けた経験がある。 

 こうした背景から、広渡川流域に位置する

甲東地区では、甲東環境保全活動組織を設立

し、平成 26 年度から降雨を一時的に田んぼ

に溜める「田んぼダム」の取組を自治会ぐるみ

で始めた。 

同組織の取組は、油分が多く水に浸けても

腐りにくい地元産飫
お

肥
び

杉
すぎ

の端材を利用した会

員手作りの排水口の設置である。「田んぼダ

ム」の拡大に取組み、取組に同意された地区内

の田んぼ 1 枚 1 枚に「農家さんが排水管理に手がかからないよう

に」木枠の排水口を取り付けている。 

この他、同組織は、花の植栽や収穫祭など、地域ぐるみの取組を

行っている。 
 

〔洪水防止〕 

「田んぼダム」は、田んぼに降った雨水が一気に河川へ流れ出る

ことを抑えるために、降雨時に水田の排水口を板で堰止めるもの。

手作りの木枠の排水口は、7cm 幅の板２～3 枚で排水の水位を簡

単に変えられる構造で、各農家が自主的に調整を行うことになって

いる。この取組は、地区内 31ha のうち 現在 20ha まで拡大して

いる。 

〔地域社会の振興・景観形成〕 

同組織では自治会の親子会や婦人会と連携し、秋には田んぼでの

コスモス・ひまわりの種まきを行い、地域の景観形成に努めている。

また、冬に収穫祭を開催し、地区で収穫したもち米で餅つきや手作

りかまどで餅を焼くなど、子供から高齢者まで住民 100 人ほどが

集まる昔ながらの地域のつながりを守る取組を行っている。 

宮崎県日南
にちなん

市 

環境保全活動の看板 

板で排水量を調整 

（雨降り前に行います）

収穫祭の様子 ひまわり・コスモスの種まきと花園 

環境保全活動の看板 

木枠の排水口への設置 

甲東環境保全活動組織の主なイベント 
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